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年初から北日本を中心とした豪雪
被害に悩まされたかと思えば，例年
にない早い時期での桜の開花，その
後は荒れ模様の不安定な気象が続く
など，今年もまた「異常気象」とい
う単語が思い浮かぶような日々が続
いてきました。もはや異常であるこ
とが日常だといわざるを得ないかも
しれません。ここ最近は爽やかで比
較的穏やかな日々が続いています
が，これから夏に向けて，猛暑や豪
雨・台風などに警戒しなければなら
ない季節が巡ってきます。

このような気候にも大きな影響を
与えているとされる地球温暖化の抑
制は，もはや待ったなしであること
は誰もが認めるところかと思います
が，世界においても日本においても
将来世代に安心してバトンを渡せる
ような進展には，残念ながらまだ
至っておらず，技術革新も含めたス
ピードアップが社会の大きな要請と
なっております。

そして本号では，地球温暖化対策・
環境対策を特集テーマとして，その
要ともいえるカーボンニュートラル
に向けた取り組みを中心に，エネル
ギー政策など社会全体に関わるテー

マから，生態系保全など環境への負
荷軽減に配慮した取り組み，これら
を後押しする新たな施工技術，温室
効果ガスを抑制する新素材や機械の
開発に至るまで，多岐に渡ったテー
マでご執筆頂きました。専門的で難
しいテーマもありますが，カーボン
ニュートラルについて新たな視点で
考えるきっかけを頂くことができま
した。

巻頭言では，「脱炭素を実現する
エネルギーシステム」と題して（公
財）地球環境産業技術研究機構

（RITE）理事長，山地憲治先生より，
電気などへのエネルギー転換に加え
デジタル化など情報分野との相乗，
CO2 排出抑制だけでなく回収技術の
促進など，様々な観点から，カーボ
ンニュートラル社会の実現に向けた
ご提言を頂きました。

行政情報では，「GX 建設機械認
定制度」と「『みどりの食料システ
ム戦略』の実現に向けた取組状況」
についてご紹介頂きました。

ご多忙の中にもかかわらず快く執
筆して頂いた皆様，関係者の皆様に
は，この場をお借りして改めて御礼
申し上げます。ありがとうございま
した。

� （赤坂・漆戸）

6 月号「維持管理・長寿命化・リニューアル特集」予告
・総力戦で取り組むべき次世代の「地域インフラ群再生戦略マネジメント」　・コンクリート床
版内部の新たな微破壊調査方法（single i 工法）　・超高耐久床版による床版取替工事　・「クー
ルカット」で既設高速道路のコンクリート床版撤去プロセスを効率化　・橋梁リニューアル統合
管理システム「OBRISTM」　・阪神高速松原線　大規模更新工事（喜連瓜破付近橋梁架替工事）　 
・ロボットによる斜張橋の斜材保護管の損傷調査　・トンネル点検システム（iTOREL：アイトー
レル）　・トンネル覆工を安全かつ高速で更新するトンネル更新工法の開発　・光ファイバセン
サを用いたインフラ維持管理　・通水状況で水路トンネル内部の変状を調査する無人調査ロボッ
ト　・ダム貯水池 3D マッピング技術　・下水道管路内水位のモニタリング技術　・自律飛行型
ドローンによる火力発電所煙突内部点検の効率化　・「ドラレコ× AI」を活用した空港滑走路面
の調査及び点検　・ラバーコーン・矢印板自動設置・回収車両
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